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背景と問題提起

URA、図書館員として見えてきたこと

● 研究成果発信・・・オープンアクセスが効果的で魅力的な手段

● 雑誌論文ではOA化が加速している一方で、学術書のOA化は進んでいない

● 特に日本語による学術書では、出版エコシステムそのものが障壁となり、OA

化への道筋がない

問題提起

● 日本の優れた研究成果が、国際的に流通する機会を失っているのでは？



欧米の現況と事例



統計

2020年から2024年の5年間にDirectory of
Open Access Books (DOAB)へ収録されているタイトル数

https://www.doabooks.org/

https://www.doabooks.org/


ビジネスモデル
Book processing 
charge (BPC) / 
OA料金

著者が、通常は研究助成機関や所属機関
の助成を受け、出版社にBPCやOA料金
を支払う。

フリーミアム 他のフォーマットの電子版や印刷版の販
売、および/または図書館が支払う会費な
どの収入源によって補助されるため、著
者の費用負担なくOAとなる。

図書館メンバーシッ
プ制

図書館やその他の機関が出版社に年会費
を支払うことで、書籍のOA化にかかる費
用の一部を負担するモデル。会員機関お
よび／または著者は、BPCの割引などの
追加特典を受けることができる。

図書館コンソーシアム
（機関クラウドファン
ディング）

OAではない書籍のコレクションに対し、
図書館がOA化のために参加費を支払う
と約束し、十分な数の図書館の参加が確
認され、目標金額が達成されるとそのコ
レクションがOAとなる。

Subscribe to 
Open

図書館がクローズドアクセスの特定の電
子書籍コレクションを購読または購入し、
その購読料が新しく出版される書籍の
OAに充てられるモデル。

クラウドファンディン
グ

個人が費用を拠出し、十分な数の個人の
参加が確認され、目標金額が達成される
とその書籍はOAとなる。

機関助成 / New 
University 
Presses (NUP)
（新しい大学の出版
局）

研究機関がその機関に関連するOA出版
局での出版を助成するモデル。料金は請
求しないか割引され、その機関に所属す
る研究者はさらに割引や料金免除を受け
ることができる。

天野 絵里子, 設樂 成実, 学術書籍の流通の現在：オープンアクセスを中心とし
て, 情報の科学と技術, 2025, 75 巻, 6 号, p. 260-264,
https://doi.org/10.18919/jkg.75.6_260 より

原典 https://oabooks-toolkit.org/business-models-and-

funding/business-models/article/10432084-business-models-
for-open-access-book-publishing
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New University Presses （新しい大学出版会）

UCL Press

● UK初の完全Open Access大学出版会 （2015年設立）

● Paywallという障壁のため数百部しか売れない→誰でもが読めるように

● これまで学術書 400点、教科書 11点、学術ジャーナル 15誌 を出版

● 242の国・地域から2千万ダウンロード

● UCLの著者だけでなく、世界中の独立した研究者や他の学術機関の著者も積極的

に受け入れる＝国際的貢献

● 収入源：大学、印刷版（ペーパーバックなど）の販売、助成金、コンサルティング・サ

ービス

● UK政府もNUPを後押し（Toolkit = 出版局立ち上げマニュアルを公開）

https://uclpress.co.uk/about-us/about-us/

https://www.jisc.ac.uk/guides/new-university-press-toolkit
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フリーミアム／研究者主導

Open Book Publishers

● 2008年にイギリスのケンブリッジ大学の研究者によって創設

● Scholar-led（研究者主導）

● “知識はすべての人に無料で

提供されるべき。そのために

OAは最良の方法”

● “従来のレガシー出版よりも

財政的に効率的であり、

より包括的”

https://www.openbookpublishers.com/about
https://www.openbookpublishers.com/about/our-vision

https://www.openbookpublishers.com/about/our-business-model
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日本の事例



文学通信

https://bungaku-report.com

https://bungaku-report.com/
https://bungaku-report.com/
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国立歴史民俗博物館 × Fulcrum （ミシガン大学出版局）

https://hdl.handle.net/2027/fulcrum.zc77sr415

https://hdl.handle.net/2027/fulcrum.zc77sr415


考察



日本の学術書出版の特徴

出版構造

● 一般書と学術書の区別が曖昧

● 書籍全般の価格が（欧米と比較して）安い

● 研究図書館や研究者だけでなく、一般の人も

学術書を購入する

→ 読者が対価を支払うモデル

● 著者である研究者が獲得する研究費、出版助

成金を原資として出版される

→ 補助金（多くは公的資金）で賄うモデル

研究評価

● 書籍の出版が研究者のキャリアアップにつ

ながる

● 編集を経て出版されることで、書籍の内容

の保証になる（対して欧米では査読がある）

マインドセット

● 研究者・出版社に紙の本への愛着がある？

● デジタル化への懸念がある

● "OAにすると軽く見られるのではないか”

● "電子版では読んだことにならないのでは"

OAが入り込む隙がないエコシステム・・・



今日の議論に向けて

現状の学術書出版のエコシステムがうまくいっているのか？

このままでは日本の優れた研究成果が読まれなくなるのでは？

世界からますます見えにくくなるのでは？

日本で学術書をOAで出版するという『選択肢』を増やすには、何が必要か？

● 政策・・・OA義務化を書籍にも？

● 大学・・・大学出版／図書館出版の開始？

● 研究者・・・OAを機会ととらえてマインドセットを変化させる？

● 出版社・・・？？？

危機感を共有

そうは言っても、エコシステムをがらりと変えるのは難しい・・・
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